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金属濃度を測定した。一株のヘピノネゴザにおける地上部分のNaOmg/L］
乾燥重量は約２０９、地下部分の乾燥重量は約５０９であった。
浄化される前の汚染士壌の重金属濃度はi争化後の重金属量にへFig8EffectofNaOHconcentrationonphysicalpmpertiesofpulpfiomcellulosecomponent・ピノネゴザが吸収した金属量を加えることによって算出された。 。,bumtindex;ロ,te8rindex;△,tensileindex土壌の重金属除去効率向上のためには、ヘピノネゴザを用いた
数回に渡る潮上やヘピノネゴザ以外の植物種に関しても検討する必要があると考えられる．植物体の水蒸
気爆砕とWaymanの抽出法で分離された各抽出成分は重金属を多量に含む成分とほとんど含まない成分に
分けられたので、重金属を含む成分については燃焼等による金属回収、重金属を含まない成分については
有用物質への変換のために利用可能と思われる｡すなわち､本研究で提案した新規回収方法はCO2の発生量
の低減化だけでなく、植物資源の有効利用の面でも効果的といえる。
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Fig.９AmountofcopperandironmcontaminatedsoUandM1ym"ﾜIy0Aosce"DB．
４．緒言
本論文では､蒜11用h鋤性バイオマスの総合的有効未11用プロセスを構築するために水蒸気爆砕､Waynan
の方法に基づく抽出分離操Ｉ乍と種々の変換操作から成るリデュース型資源化方法を開発した｡水蒸気爆砕
は末禾Ｉ用櫨物性バイオマスの脱リグニンのために非常に効果的であり､爆砕生成物は水やメタノール等の
比較的環境負荷の小さＷ容媒を用いた抽出分寳圏桑作によって容易に各抽出分離成分に分離された。また、
抽出分離成分より種々の有用物質や有用製品が生産された｡本リデュース型資源化方法はその資繍腿程
において廃ガス､廃水､固形廃棄物等の汚染物をほとんど排出しないので､環境負荷削減型の新規資源化
方法であることがわかった｡次に､本リデュース型資l原化方法をパルプ製造とファイトレメデイエーショ
ン後の植物体からの有価金属の回収に)nii:用した結果、パルプ製造ではNaOH前処理を併用することにより
亜硫酸塩等を全く使用しない新規パルプ化法､植物体からの有価金属の回収では有価金属を含有する抽出
成分のみを分離して金属回収を行う新規分離・回収iiEを開発することができた。
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学位論文審査結果の要旨
本学位論文に関して各審査委員によって個別に審査を行うとともに平成１７年７月２７曰に口頭発表会と
論文審査委員会を開催し、以下のように判定した。
本論文では、廃材、廃竹やバガス等の未利用植物性バイオマスの総合的有効利用プロセスを構築するため
に水蒸気爆砕、Waymanの方法に基づく抽出分離操作と種々の変換操作から成るリデュース型有用資源化
方法を開発した。水蒸気爆砕は未利用植物性バイオマスの脱リグニンのために大変効果的であり、抽出分離
成分から種々の有用物質（抗菌性紫色素、乳酸など）や有用製品（環境ホルモン作用を持たないリグニンエ
ポキシ樹脂など）が生産された。本資源化方法はその資源化過程において廃ガス、廃水、固形廃棄物等の汚
染物をほとんど排出しないので、環境負荷削減型の新規有用資源化方法であることがわかった。次に、本資
源化方法をパルプ製造やファイトレメディェーション後の超集積植物からの重金属の回収に応用した結果、
NaOH前処理を併用することにより亜硫酸塩等を全く使用しない環境負荷削減型の新規パルプ化法や超集積
植物から重金属を含有する抽出成分のみを分離して重金属を高効率で回収する新規分離・回収法を開発する
ことができた。
以上のように、本論文は未利用植物性バイオマスのリデュース型有用資源化方法を開発しただけでなく、
関連分野への応用とともに実用化が待たれる高レベルの研究成果であることから、博士（工学）に値すると
判定した。
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